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· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。

＜連絡事項＞

　1.感染者・感染症状のある患者様の状況報告　
【　東病棟　】　C型肝炎（＋）2名，下痢、嘔吐者なし。

発熱5名（うち、2名インフルエンザ検査（－））。風邪薬服用者2名あり。

【　西病棟　】　B型肝炎（＋）1名，発熱・下痢・嘔吐なし。

【　北病棟　】　B型肝炎（＋）1名，梅毒2名，発熱・下痢・嘔吐なし。

【　南病棟　】　B型肝炎（＋）2名，Ｃ型肝炎（＋）2名，発熱者2名，嘔吐・下痢なし。

【　青陽館　】　発熱・下痢・嘔吐なし。

【　南山苑　】　B型肝炎（＋）2名，発熱6名，下痢・嘔吐なし。

【　南陽館　】　褥瘡1名，発熱2名。風邪薬服用者1名。下痢・嘔吐なし。

【　南寿の里　】　B型肝炎（＋）1名。下痢・嘔吐なし。
　2.サーベイランスの入力について　

· 2月分の未入力→南陽館、外来

· 3月分も継続して入力をお願いします。

　3.施設巡視（4月分）について　
· 巡視施設：南山苑

· 担当者：松村裕美さん、五十嵐理恵さん、佐藤委員長の3名です。

　4.申し送り　
· 南山苑スタッフの家族にロタウイルスに感染している方がいます。感染性胃腸炎として、スタッフには出勤停止にて対応しています。今回の感染者情報をWIZメールでお知らせしましたが、今後も何らかの感染症が発生した場合は、WIZメールにて委員のみなさんへ情報提供していきます。

· 施設巡視時間について

現場より、「巡視時間とオムツ交換時間が重なり、巡視の度に“異臭”の指摘を受ける。巡視時間を見直して欲しい。」との要望がありました。

→施設内は、常時清潔に・安全に・快適であるべきなので、抜き打ちで巡視を行っています。巡視時間を変更する予定はありません。

　5.吐物処理について　　

· 4階ユーティリティホールにて吐物処理セットの使用方法について勉強会を実施しています。

準備が整い次第、各部署へセット一式を配布していきます。（詳細は、下記を参照して下さい。）

＜次回委員会開催日時＞

　　次年度の新しい委員会活動となる為、未定です。

嘔吐物・下痢便の処理方法


※できるだけ、2名のスタッフで処理対応をしましょう！
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1 周囲にいるヒトを離れた場所へ移動させ、窓を開けて換気する。

2 汚物の飛散（空気感染）を防ぐ為に、水または0.1％塩素系消毒液に浸した新聞紙で汚物を覆う。
3 「汚物処理セット」を準備する。

内容：　A）専用バケツ（2個）

B)0.1％塩素系消毒液（2本）

C）トレー

D)新聞紙・ペーパータオル（適量）

　　　　 E)使い捨て手袋（2組）

F)使い捨てガウン（2枚）

　　　  G)使い捨てマスク（2枚）

H）ビニール袋（3枚）

　　

4 トレーを取り出し、専用バケツ2個にそれぞれビニール袋を入れて、口を広げる。

5 トレーと一方の専用バケツに、0.1％塩素系消毒液を少量入れる。
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6 トレーに0.1％塩素系消毒液を入れ、新聞紙を浸す。

7 0.1％塩素系消毒液をしみ込ませた新聞紙で、外から内に向かって汚物を静かに拭き取る。

· 汚染を拡げない為に、拭き取り面を折り込みながら、同一面でこすらないようにする。

8 汚物を取り除いた後、0.1％塩素系消毒液をしみ込ませたペーパータオルで完全に拭き取る。

9 汚物のあった周囲（半径2ｍの範囲）は、0.1％塩素系消毒液をしみ込ませたモップ・雑巾等で消毒し、最後に水拭きする。

· 使用後のモップ・雑巾類は、0.1％塩素系消毒液に30分浸け置きした後、水で流し、良く乾燥させる。

· 塩素は金属腐食性がある為、拭き取った場所が金属の場合は、30分程度時間を置いてから、水拭きする。

10 事前に用意した0.1％塩素系消毒液の入ったビニール袋に、汚物や拭き取った新聞紙等を入れる。

11 0.1％塩素系消毒液をしみ込ませた新聞紙の上で、足踏みする要領で靴の裏についた汚物を取り除き、ビニール袋に入れる。
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12 さらに0.1％塩素系消毒液を注ぎ足し、中のものが飛散しないように静かにしっかりと口を縛る。

13 もう一方の口を開けたビニール袋に⑫のビニール袋を入れる。

14 手を汚染しないように注意しながら、手袋を裏返しながら中表に外し、⑬のビニール袋に捨てる。

15 使い捨てのガウンを外し、汚れている面を内側にして⑬のビニール袋に捨てる。

16 最後に使い捨てのマスクを外して、⑬のビニール袋に捨てる。

17 内側を触らないようにしっかりと口を縛り、一般可燃ゴミとして廃棄する。

· 紙おむつも同様に、0.1％塩素系消毒液に浸してから廃棄する。

· 乾燥するとウィルスが容易に空気中に漂う為、汚物は乾燥しないうちに処理する。

18 手洗い・手指消毒を行う。

　0.1％塩素系消毒液の調整方法　
1 1.5Lペットボトルに、同ボトルキャップ6杯のハイターを入れ、水を注ぐ。

· 調整した塩素系消毒液の使用期限 →高濃度（0.1％以上）では1週間程度（調整日を記入する）
→低濃度（0.1％未満）では24時間

· 日光の当たらない場所に保管する。

　汚染物（衣類・リネン類）の洗濯と消毒方法　
1 汚物を取り除く。

2 0.02％塩素系消毒液に30～60分浸け置きするか、85℃で1分以上の熱湯消毒後、他のものと分けて通常洗濯する。

　床がカーペットの場合の消毒方法　
1 上記の方法で汚物を取り除いた後、水を含ませたペーパータオルで清拭する。

2 スチームアイロン（85℃で1分以上）または布団乾燥機・ヘアドライヤーを使って、乾燥させる。

· 換気を十分に行い、空気感染（飛散）に注意する。

その他、各種消毒方法については、マニュアルを参照して下さい。

感染対策管理委員会
準備するもの（2名で対応する場合）


0.1％塩素系消毒液　　　　　□　使い捨て手袋（2組）　　　　 　□　新聞紙


専用バケツ（2個）　　　　　  □　使い捨てマスク（2枚）　　　　 □　ペーパータオル


ビニール袋（3枚）　　　　　　 □　使い捨てガウン（2枚）　　　　 □　トレー
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